
非血縁者間骨髄移植とさい帯血移植の現状について   

1．移植実施数  

総累計  
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骨髄バンクによる年度別・年         代別移植数   

年度   92  93  94  95  96  97  98  99  00  01  02  03  04  05  合計   
小児（0～15歳）   3  36  63  94  113  108  ‖8  114  144  155  139  129  151  125  1492   

若年成人（16～49歳）   5  76  168  260  240  294  354  437  504  503  470  452  441  494  4698   
高齢成人（50歳～）  4  10  3  10  38  67  91  130  156  259  289  1057   

合計   8  112  231  358  363  405  482  589  715  749  739  737  851  908  7247   

さい帯血     バンクによる年度別・年代別移植数   

年度   92  93  94  95  96  97  98  99  00  01  02  03  04  05  合計   
小児（0～15歳）  ロ  14  53  82  110  100  94  144  117  109  824   

若年成人（16～49歳）  口  8  22  45  95  135  275  295  270  1146   

高齢成人（50歳～）  2  5  24  68  285  266  274  924   

合計  口  15  61  106  160  219  297  704  678  653  2894  



（骨髄移柿の疾患毎の分布）  

2006年3月末現在  

小児   

疾患名   H17年度  累盲   

急性骨髄性白血病   22  

急性リン／く性白血病   45  

急性混合性白血病  3  

⊥   

慢性骨髄性白血病   3  

慢性リンパ性白血病   0  

成人丁細胞性白血病   0  

その他の白血病  2  

骨髄異形成症候群   15  

悪性リンパ腫   0  

多発性骨髄腫   0  

骨謎綿維症   

その他の固形腫瘍  1  

重症再生不良性貧血  』  23  

先天性免疫不全症   5  

3  

先天性代謝異常症      慢性活動性EBウイルス感染症   2   

その他  0  

合  言十   125  

成人  合計  

累計  H17年度累言十   H17年度  累計   

254   243   1，603   265   1．857   

540   147   1．228   192   1．768   

20   14   77   17  97   

116   36   1，085  39  1，201   

0   3   5   3   5   

0   3了   126   37   126㌢   

5   6   17   8   22  

103   135   741   150   844   

65   100   480   100   545   

0   73  73   

2   7   25   8   27 

8   0   4   12   

237   37   260   60   497   

65   8   6   73   

56   0   2   3  引 58   

10   5   13   23   

8   19   

1．492   783   5．755   908   7．247   

成人丁細胞性白血病  
3％  



2 骨髄移植後無病生存率   

○ 急性骨髄性白血病の病期別無病生存率  

群   症例数   再発症例数  3年無病生存率   5年無病生存率   

1CR（第1寛解期）   517   172   63±5％   60±5％   

2CR（第2寛解期）   407   149   58±5％   57±6％   

3CR（第3寛解期）以降  105   53   45±11％   40±12％   

NCR（非寛解）   533   423   17±3％   15±4％  

寛解期：治療により白血病細胞がほとんどみつからなくなった状態  

○ 急性リンパ性白血病の病気別無病生存率  

無   

病  

生  

存   

平  

0．50  

025  

群   症例数   再発症例数  3年無病生存率   5年無病生存率   

1CR（第1寛解期）   625   226   59±4％   57±5％   

2CR（第2寛解期）   347   172   47±6（滝   45±6％   

3CR（第3寛解期）以降  99   66   33±10％   23±10％   

NCR（非寛解）   403   321   17±4％   16±4％   

寛解期：治療により白血病細胞がほとんどみつからなくなった状態  
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C慢性骨髄性If1血病の病気別無病生存率  
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劉生期：治癒に上りF∫j血病細胞がほとんどみつからなくな／った状態  

移子f期：白血病細胞が徐々に増加を始めた時期  

急性転化：「川Il病細胞が急速に増加Lて急性白血病の状態になった時期  

3 さい帯血移植後無病生存率   

⊂）急性「＝址病の無病生存率  

0  500 1000 1500  2000 2500  3000  

移植後「1数  
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⊂）患性疾患（急性白血病以外）の無病生存率  
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4 骨髄バンク事業  

○ 骨髄バンクドナー登録者数  

新規  現在  
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○ 未成年者のドナー登録者の推移（2005年3月～2006年3月）  

月間数  累計（人）  
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○ 現在年齢別ドナー登録者実数（2005年12ノ］末）  

人数   
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C・HLA適合率と骨髄移植率  
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年  

※ 適合率：HLA型の適合するドナーをみつけられる患者の割合  

（国内患者 93．7？ら、海外患者 57．5qb）  

移植率：骨髄移植を受けられた患者の割合（国内患者‘40．馴ら）  
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ドナー登録者が患者さんと照合するまで  

2005年に照合となった19，132人  

0年1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年10年11年12年13年14年15年  

＼  
1年未満の3，975人の月別件数  

0カ月1カ月 2カ月 3カ月 4カ月 5カ月 6カ月 7カ月 8カ月 9カ月10カ月11カ月  
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初期段階のコーディネ蠣卜中断状況（ドナー）  

グラフの内側から200：i年、2004年、2005年  

＜数字は2005年のデータ＞  

開始シーニヒ送出  
コーディネート継続  

17，476（90・5％）  

健康以外の理由  

5，004  
（57．7％）  

プ≠  

健康上の理由  

3，668   

（42．3％）  

家族の同意なし  腰痛  

327  757  貧血  

79  
意思なし  31  

妊娠・出産・授乳  血圧  

44  571  

感染症の可能性   
146  

不安や迷い  

その他   

840  連絡とれず   

1，482  

治療中  

1，277  
都合つかず  

2，099   
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5 さい帯血バンク事業   

○ 各さい滞血バンクの保存本数と現在の公開本数   

区分  採取年度別さい帯血データ送付数  

バンク名  ～8年度  9年度  10年度  11年度  12年度  13年度  14年度  15年度  16年度  17年度  計   

北海道   10  123  153  295  451  624  610  310  259   0  2，835   

宮 城   0   0   0   0  87  264  191  122   0  664   

東 京   0  76  300  760  910  1，058  1，077  668  467   0  5．316   

東京都赤十字   33  56  101  178  265  6了8  815  444  435  99  3．104   

神奈川   10  93  60  66  206  338  293  188  230  58  1，542   

東海大学   27  111  117  434  659  802  842  548  375   3，916   

東 三毎   105  222  251  402  403  484  660  282  248    3．068   

京 阪   0   0   0   5  40   56  88  257  315  26  787   

兵 庫   59  28  89  217  442  574  572  423  406  96  2，906   

中国四国   0   0  98  185  314  570  575  464  240  15  2．461   

福 岡   4  59  85  101  182  532  469  229  207  29  1．897   

計   248  768  1，254  2，643  3．872  5，803  6，265  4．004  3，304  335  28，496  

区分  
バンク名   

東 京   5   13   14  150   
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⊂）保存計l軸数  

数   年 

0”未満   68   78   115   t34   45  

0】l～6×108   917  l．160  1，688  2．34l  2，422  

0】1～   3 

計   3 度  16年度  17年度  合計  0  0  0  440  60  57  0  8．645  ，643  3、833  3．879  22．124  ，703  3，890  3．879  31、209  18年度  合計    440    8，645  3、400  25．524  3，400  34．609   
数   10年度まて  11年度  12年度  13年度  14年度  15 

0ヨ未満   3   0   0  

01～6×108   23   1B   14   14  

0】～   61   83   153   212   293  

計   79   107   171   227   307  ：  

18年度  合計    5    116  80〔）  3，641  80D  3．762   

18年度  合計  0  435  0  8．529  2，600  21，883  2．6DO  30．847  
数   10年度まで  11年度  12年度  13年度  14年度  15   

09未満   65   115   133   45  

0巳～6×108   902  1．137  1，670  2，327  2，408  

OB～   1．112  1、270  1．843  2，812  2，930  

言十   2，079  2，484  3．628  5．272  5，383  年度  16年度  17年度  合言十  0  0  0  435  42  48  巴  8．529  2，937  3．177  3，202  19、2B3  2，979  3，225  3，197  2B，247  
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○ 保存臍帯血における有核細胞数の分布  

○ 移植に使用されたさい借血の有核細胞数の分布   

第1選択可能後（平成14年7月～平成17年12月 中央値：13．76）  
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⊂）過去2年間の細胞数の多いさいノ帯血の保存数と移植使用数  

移植に使用された10xlOH以上のさい帯血数  全公開数における10xlが以Lのさい帯血数  

2004年  2005年  2004年  2005年   

10×10日未満  10×10日以上   
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（参 考）平成18年診療報  酬改定  

○ 全体改定率が▲3．16％  

○ 骨髄移植、末梢血幹細胞移植、臍ノ許血移植の技術料は従前どおり  

○ これまではDPCによる包括評価の対象であった臍借血移植を受ける患者   

について、出来高払いとなった。  

㊤   




